安倍首相の靖国神社奉納、閣僚３名の参拝に抗議する
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安倍晋三首相は６８年目の終戦記念日の８月１５日、靖国神社に「玉串料」の奉納を行い、また新藤義孝総務相、古谷圭司国家公安委員長、稲田朋美行政改革担当相も同日、同神社を参拝しました。

靖国神社は、アジアで2000万人、日本人310万人もの犠牲者を出した侵略戦争を「自存自衛の正義の戦争」と内外に宣伝する特殊な役割をもつ神社です。この神社への奉納、参拝は、侵略戦争を積極的に肯定する、許すことのできない暴挙です。さらに、同神社は、戦争を開始し指導し、内外に多大な被害をもたらした政治的、軍事的責任者である東条英機以下の１４名のＡ級戦犯が合祀されている神社です。今回の安倍首相らの行動は、東条らの「戦争責任」「戦争犯罪」を免罪することにつながる、絶対に認められない愚挙であり、強く抗議するものです。

　安倍首相は、戦時下の従軍慰安婦連行の「国の関与」も「強制性」も否定し、春の例題祭に続き今回も靖国神社奉納・参拝を強行しました。これら歴史逆行の一連の行為は、中国、韓国など近隣諸国の国民感情を逆なでにし、友好関係に水をかけるだけです。

日本は戦後、侵略戦争の反省を踏まえ、２度と戦争を繰り返さない、軍隊は持たないと誓って憲法９条を定めました。安倍内閣は、この国際社会への「不戦」の誓いを軽んじ、日本を再び「海外で戦争できる国」につくりかえるため集団的自衛権の行使を年内に可能にしようと急いでいます。

　私たちは、今回の靖国神社をめぐる安倍首相と閣僚の行為に重ねて強く抗議するとともに、いかなる解釈・明文改憲の策動も許さないために全力を尽くすものです。
